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将来の高速炉許認可における SIMMER コードの検証について 

即発臨界超過による発生エネルギー評価 

今回の「常陽」の適合性審査では SIMMER コードの使用が無条件で認められたもの

ではないが、原子炉の設計と事故シーケンスの特徴を踏まえて、不確かさの影響評価を

含めて適切に保守的な解析が行われたことが、規制庁による要素評価との比較を含めて

認められたものと考えている。 

即発臨界超過による発生エネルギーの解析で SIMMER コードが取り扱う現象の不確

かさが大きいことの理由として、第 68 回規制委員会（R4.2.24）において、「検証実験に

制約があり、実炉心規模へのスケールアップ適用性に不確かさがある」とされていると

ころ、将来的にも実炉心規模での即発臨界超過を伴うような試験の実施は困難と考えら

れる。 

従って、即発臨界超過によるエネルギー発生挙動に関して、今回の審査で提示した分

離効果試験による SIMMER コードの検証研究（水を用いたスロッシング挙動試験[1]、高

密度流体の二相流動試験[2]、核加熱による溶融燃料の沸騰挙動試験[3]、臨界集合体試験施

設による臨界試験[4]）に加え、より実機模擬性を高めた試験の実施とこれを用いた

SIMMER の検証研究を進めることになる。 

高速炉の安全研究（新たな実験研究、SIMMER 自体の高度化）は今後も国内外で継続

されることから、将来の設置許可申請時においてはその時点での最新の知見（SIMMER

の改良版、新たな実験データ）を活用しつつ対象となる原子炉の設計の特徴を踏まえた

BDBE の解析を行う。 

FAIDUS（内部ダクトつき燃料集合体）による再臨界排除 

将来の高速炉においては、炉停止失敗を伴って炉心損傷に至る BDBA に対して、

FAIDUS[5]（内部ダクトつき燃料集合体）を採用し、溶融した炉心物質を内部ダクトを通

して炉心外へ排出することにより即発臨界超過によるエネルギー発生を実質的に排除す

る設計方策が有力なオプションとして検討されている。 

これまでにカザフスタン国立原子力研究所の IGR 炉内試験施設を用いた EAGLE 試

験計画[6~8]において、炉心物質を核加熱して溶融炉心状態を実現し、FAIDUS による即発

臨界超過の排除を対象とした実証性の高い試験的知見が取得されてきた。これに基づい

た SIMMER の検証研究（実施例としては参考文献[9]参照）を推進することで、FAIDUS

が採用された場合に即発臨界超過によるエネルギー発生を実質的に排除できることを示

す。 
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